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▶令和3年度三川町施政方針と予算
▶新型コロナウイルス感染症ワクチン接種が始まります
▶子ども広場〈押切小学校〉
▶三川町地域包括支援センター事業のご案内
▶地域おこし協力隊のつぶやき（最終回）
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入学式に桜咲く
　  　東郷小学校の校庭（4月8日）
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町
議
会
３
月
定
例
会
で
、
今
年
度
の
町

政
の
基
本
と
な
る
令
和
３
年
度
施
政
方
針

を
阿
部
誠
町
長
が
示
し
、
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令和３年度

三川町施政方針と予算

　

私
が
町
政
執
行
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
1⓼
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

こ
の
間
は
常
に
「
町
民
の
目
線
に

立
っ
た
対
話
」、
そ
し
て
「
町
民
と
向

き
合
う
町
政
」
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も

と
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
、
町
民
の

健
康
と
福
祉
の
向
上
、
教
育
お
よ
び
子

育
て
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
、
産
業
の

振
興
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
今
後

10
カ
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め

た
「
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
」
の
初

年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
基
本
と
し
な
が
ら
本
計
画
の
推
進
を

図
り
、
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

現
在
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
社
会
や
地
方
分
権
社
会
の
進

展
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
迅
速
か
つ
適
切

な
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
重
視
し
、
課
題
一
つ
ひ
と
つ

に
的
確
に
対
処
し
な
が
ら
、
行
財
政
改

革
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、

町
民
の
福
祉
向
上
と
町
政
の
発
展
を
目

指
し
、
誠
心
誠
意
、
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
部
町
長
よ
り
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令和3年度三川町施政方針と予算

固定資産税
471,783

（51.4%）町民税
345,401（37.7%）

町たばこ税
60,000（6.5%）

軽自動車税
28,233（3.1%） 入湯税

12,000（1.3%）

歳出
 単位 : 千円
（構成比）

歳入
 単位 : 千円
（構成比）

使用料及び手数料
21,635（0.4%）

地方交付税
1,580,000
（30.2%）

繰入金
677,049 
（12.9%）

財産収入
寄附金・諸収入

579,732 
（11.0%）

国庫支出金
470,551
（9.0%）

町債
376,600
（7.2%）

県支出金
372,038
（7.1%）

地方譲与税・交付金
156,903（3.0%）

繰越金
60,000 （1.2%）

分担金及び負担金
27,075（0.5%）

町税の
内訳

町税
917,417 
（17.5%）教育費

470,320
（9.0%）

土木費
443,870
（8.5%）

公債費
443,048
（8.4%）

商工費
422,358
（8.1%）

農林水産業費
379,915（7.2%）

議会費
68,863（1.3%）

消防費
229,452（4.4%）

民生費
1,231,768
（23.5%）

衛生費
829,101

（15.8%）

総務費
706,048

（13.5%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,232（0.1%）

52億3,900万円令和3年度
町の予算は

一般会計予算
前年度比
2.9%減

　本町の令和3年度一般会計予算は、52億3，⓽00万円で、前年度に比べて1億5，600万円の減額（2．⓽%減）
となっています。

●特別会計予算
会　　計　　名 令和3年度予算 令和2年度予算 対前年度比
国 民 健 康 保 険 6億6，740万円 6億⓽，160万円 △3．5%
後期高齢者医療 ⓼，730万円 ⓼，⓼60万円 △1．5%
介 護 保 険 ⓼億6，440万円 ⓼億7，3⓽0万円 △1．1%
農業集落排水事業 1億5，⓽⓽0万円 1億7，000万円 △5．⓽%
下 水 道 事 業 3億6，⓽50万円 3億7，400万円 △1．2%

●基金の状況（令和3年1月1日現在）
財 政 調 整 基 金 4億3，5⓼4万円
減 債 基 金 6，776万円
教 育 施 設 整 備 基 金 1億3，6⓼2万円
ふ る さ と 基 金 5億6，347万円
国 際 交 流 基 金 1，20⓽万円
温 泉 施 設 基 金 6，514万円
リーディングファーマーズ銀行基金 302万円

令和3年度町政のポイント 　「第4次三川町総合計画スタート」
　本年度からスタートする第4次三川町総合計画では、「あふれる笑顔　みんなが住みやすいまち　ハートフ
ルタウンみかわ」をまちの将来像に掲げ、町民のだれもが安心して暮らせるまちづくりを進めます。
　次ページからは、今年度本町が重点的に取り組む施策を、総合計画で定めた基本目標ごとに紹介します。

●令和3年度への繰越明許事業の内容
豪 雪 災 害 等 対 策 事 業 74万円
下 水 道 事 業 1，160万円
基幹水利施設ストックマネジメント事業 1，712万円
橋 梁 長 寿 命 化 対 策 事 業 2，050万円
公 共 施 設 等 長 寿 命 化 対 策 事 業 2億2，⓽16万円
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
健
康
に
暮
ら
し
、
全
て

の
人
々
が
助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
の
た
め
、
町
内
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
各
種
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、「
新
た
な
生
活
様
式
」
の
周

知
な
ど
、
感
染
予
防
意
識
の
醸
成
を
図
り

な
が
ら
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

た
体
制
を
整
備
し
、
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
強
化

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

各
関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
、
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
の
自
主

防
災
活
動
を
支
援
し
、
地
域
に
お
け
る
防

災
力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
で
は
、
消
防
団
員
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
担
い
手
不
足

の
解
消
を
目
的
と
し
た
機
能
別
団
員
制
度

を
活
用
し
、
消
防
団
活
動
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

そ
の
他

▼
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
実
施

▼
健
康
づ
く
り
相
談
・
訪
問
指
導
等
の
実
施

▼
介
護
保
険
事
業
の
適
切
な
運
営

▼
在
宅
医
療
・
介
護
の
一
体
的
サ
ー

ビ
ス
を
推
進

▼
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
促
進

▼
警
察
署
や
防
犯
協
会
・
交
通
安
全

協
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
防
犯
・

交
通
安
全
対
策

い
つ
ま
で
も
健
康
で

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

基本目標❷
ZoomUpZoomUp

●健康福祉
●社会保障
●防災

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

　

出
産
祝
金
の
支
給
、
中
学
生
ま
で
の
入

院
・
通
院
医
療
の
完
全
無
料
化
を
継
続
し

ま
す
。

母
子
の
健
康
の
保
持
増
進

　

母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

テ
オ
ト
ル
を
交
流
の
新
拠
点
に

　

昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
育
て
交

流
施
設
テ
オ
ト
ル
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
学
童
保
育
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

芸
術
文
化
活
動
・
地
域
交
流
活
動
の
拠
点

と
し
て
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
教
育

昨
年
度
、
町
立
小
・
中
学
校
に
整
備
し

た
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
児
童
生
徒

１
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

教
育
の
核
に

　

昨
年
度
、
３
小
学
校
に
設
置
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
地

域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
地
域
に
開
か

れ
た
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他

▼
新
た
に
開
園
す
る
認
定
こ
ど
も
園

を
含
む
、
民
間
と
公
立
の
３
園
の

連
携
に
よ
る
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応

▼
芸
術
文
化
協
会
や
体
育
協
会
・
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と

の
連
携
に
よ
る
芸
術
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

将
来
に
わ
た
っ
て

　
　
活
躍
で
き
る
人
を
育
む
ま
ち

基本目標❶
ZoomUpZoomUp

●子育て
●学校教育
●社会教育
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令和3年度三川町施政方針と予算

「
パ
ル
ク
赤
川
」を
利
活
用

　

か
わ
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に
よ
り
整

備
を
進
め
て
き
た
「
赤
川
河
川
緑
地
ふ
れ

あ
い
広
場
」
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
親
し

み
を
持
っ
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

愛
称
を
「
パ
ル
ク
赤
川
」
と
し
ま
し
た
。

　

快
適
で
安
全
性
の
高
い
公
園
、
緑
地
と

し
て
、
本
町
の
新
た
な
賑
わ
い
の
場
と
な

る
よ
う
多
面
的
な
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

町
内
会
活
動
の
支
援
や
、
町
民
、
事
業

所
等
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
広
報
広
聴
活
動
に
よ
る
町

政
情
報
の
提
供
と
共
有
に
努
め
な
が
ら
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
地
域
課
題
の
解
決

を
図
り
ま
す
。

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営

　

行
政
事
務
の
多
様
化
や
高
度
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展

を
踏
ま
え
た
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
研
修
や
人
事
評
価
制
度
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
資
質
向
上
に

努
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。そ

の
他

▼
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
宅

政
策
の
展
開

▼
空
き
家
の
利
活
用
推
進

▼
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
治
水

対
策
の
推
進

▼
桜
木
地
区
住
宅
地
開
発
の
推
進

▼
雨
水
排
水
対
策
の
推
進

未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
継
続
し
発
展
す
る
ま
ち

基本目標❹
ZoomUpZoomUp

●住環境整備
●町民参画
●行財政改革

農
業
所
得
の
向
上
を
推
進

　

全
国
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
良
質
米

の
安
定
的
な
生
産
・
供
給
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
に
よ
る
効
率
化
や
、
農
産

物
の
高
品
質
化
を
目
指
す
土
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
だ
わ
り
の
米
づ
く

り
の
ほ
か
、
園
芸
作
物
等
の
作
付
面
積
拡

大
を
支
援
し
、
経
営
の
多
角
化
を
進
め
る

な
ど
、
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
の
活
用
に

よ
り
、
本
町
の
魅
力
全
国
に
発
信
し
、
三

川
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て
も
ら
え

る
機
会
と
な
る
よ
う
に
推
進
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化

　

例
年
開
催
し
て
い
る
季
節
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
で
き

る
限
り
開
催
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
賑

わ
い
の
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

い
ろ
り
火
の
里
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
地
元
住
民
の
利
用
喚
起
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
支
援
し
、
収
益
の
増
加
を
促

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
等
に
対
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

そ
の
他

▼
農
業
の
担
い
手
育
成
推
進

▼
観
光
協
会
や
町
内
事
業
者
等
と
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
特
産
品
開
発

▼
み
か
わ
産
業
団
地
等
の
拡
張

創
造
力
に
あ
ふ
れ

　
　
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

基本目標❸
ZoomUpZoomUp

●産業振興
●観光振興
●地域交流
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●接種費用は無料（2回接種）
●接種の予約受付け開始は4/26㈪ 9:00～
●予約・問合せはコールセンターから

☎0120-752-770（フリーダイヤル）
　※コールセンターは平日午前9時～午後5時
●インターネットからも予約できます

https://logoform.jp/form/
uq3v/covid19-vaccine

　※インターネットは24時間予約可能

新型コロナウイルス感染症
ワクチン接種が始まります

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

▼
65
歳
以
上
の
方
（
令
和
３
年
度
中

に
65
歳
に
達
す
る
方
を
含
む
）
の

接
種
は
基
本
的
に
集
団
接
種
に
よ

り
行
い
ま
す
。

▼
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
週
間
程
度

の
間
隔
を
お
い
て
か
ら
２
回
目
の

接
種
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場
は
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花

ホ
ー
ル
で
す
。
会
場
ま
で
の
移
動

手
段
の
無
い
方
の
た
め
に
、
バ
ス

を
巡
回
し
ま
す
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
人
の
同
意
が
あ
る
場

合
に
限
り
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
現
在
、
何
か
の
病
気
で
治
療
中
の

方
や
接
種
に
不
安
が
あ
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
等
と
ご
相
談
の
上
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
か
ど
う
か

お
考
え
く
だ
さ
い
。

入
院
・
入
所
者
の
接
種

　

町
内
の
病
院
・
高
齢
者
施
設
に
長

期
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
そ
の
施

設
内
で
、
５
月
上
旬
か
ら
先
行
し
て

行
う
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
入
院
・

入
所
し
て
い
る
施
設
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

（写真はイメージです）

65歳以上の方へ

　新型コロナウイルス感染症の発症を予防し、死亡者や重症者の発生
をできる限り減らすため、本町でも町民の皆さまに対するワクチン接
種の準備を進めています。ワクチン接種は、ワクチンの供給量が限ら
れていることから、国の方針により65歳以上の高齢者の方から行い
ます。
　今回は65歳以上の方に対する接種方法を中心にお知らせします。
65歳未満の方の接種方法や時期は後日お知らせします。
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　予約した日時に会場にお越しください。来場の際は、マスク
を着用し、案内に同封の「接種券」と「予診票」のほか、「健康保
険証」「お薬手帳」をお持ちください。

接種日当日、会場で接種3

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
、
接
種
し
た

部
位
の
痛
み
、
頭
痛
、
倦
怠
感
、
筋

肉
痛
な
ど
の
事
象
が
起
こ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
に
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
）
の
発
生
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

は
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
接
種
会
場
で
は
万
一
の
場
合
に

備
え
、
医
療
従
事
者
が
治
療
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

     

４
月　

日
か
ら
対
応

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
は
４

月
15
日
㈭
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す

（
予
約
受
付
け
は
４
月
26
日
㈪
午
前

９
時
開
始
）。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
合
せ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
受
付
け
の
対

応
は
す
べ
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
で
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

○
担　

当　

三
川
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
班

65歳以上の方のワクチン接種の流れ

4月 5月 6～8月

③集団接種会場でワクチン接種（5月下旬～8月）②接種日時の予約

入院・入所者の接種（5月上旬～、時期や対象は施設により異なります）
①接種の案内郵送
 （4/23～）

【集団接種会場】　いろり火の里 なの花ホール
※�ワクチン接種の副反応がないかを確認するため、接種後は会場内で30分程度待機していただきます。

15

　案内に記載の接種日時の中から、事前に希望する日時を予約
（電話またはインターネット）します。巡回バスを利用したい方
は、併せてバスの予約をお願いします。詳しくは、案内をご確
認ください。

希望の接種日時を予約2

　65歳以上の方に、4月23日以降に新型コロナワクチン接種の
ご案内一式を郵送します。

郵送される案内を確認1
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凡
事
徹
底
〜
一
生
も
の
の
財
産
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　

押
切
小
学
校
で
は
、
特
別
な
こ
と
に
限
ら
ず
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す

る
こ
と
が
、
生
涯
を
通
し
て
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、
数
年
前
か
ら｢

凡
事

徹
底｣

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
一
生
も
の
の
財
産
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
児
童
と｢

チ
ー
ム
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ｉ
ｒ
ｉ｣

の
全
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆「
ぶ
れ
な
い
生
活
習
慣
」を
身
に
つ
け
る

　

児
童
の
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
年
に
３
回
（
５
月
・
８
月
・
１
月
）、

生
活
リ
ズ
ム
の
振
り
返
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
長
期
休
み
後
の
１
週
間
を
「
生
活
リ
ズ
ム
週
間
」
と
し
、

毎
日
の
行
動
を
カ
ー
ド
に
記
録
し
ま
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
週
間
の
前
に
は
、
養
護
教
諭
が
全
校
児
童

に
生
活
リ
ズ
ム
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
特
に
気

を
付
け
た
い
こ
と
と
し
て
、
５
月
は
セ
ー
ブ
メ
デ
ィ
ア
、
８

月
は
排
便
習
慣
、
１
月
は
朝
食
と
、
テ
ー
マ
を
設
け
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。
保
護
者
の
方
の
協
力
も
あ
り
、
児
童
た

ち
に
は
健
康
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
ま
す
。

☆
自
ら
進
ん
で
働
く
清
掃
指
導

　

掃
除
に
は
、
手
順
を
踏
ま
え
る
、
用
具
を
上
手
に
使
う
、

進
ん
で
働
く
な
ど
、
主
体
的
に
行
動
す
る
た
め
の
要
素
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
掃
除
の
時
間
は
縦
割
り
班

で
活
動
し
、
上
学
年
の
児
童
が
下
学
年
の
児
童
に
教
え
な

が
ら
「
掃
除
名
人
」
を
目
指
し
て
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
全
児
童
、
全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆｢

こ
こ
ろ・か
ら
だ・お
こ
な
い｣

の
食
育
指
導

　

押
切
小
学
校
で
は
、「
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
・
お
こ
な
い
」

押切小学校
より

町長コラム
「誠・心・誠・意」

ご
み
を
減
ら
す
努
力
が
大
事

　

４
月
１
日
㈭
、
本
町
が
一
般
廃
棄
物
の

処
理
を
委
託
し
て
い
る
鶴
岡
市
で
、
新
し

い
ご
み
焼
却
施
設
が
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　

新
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
整
備
と
合
わ
せ

て
、
そ
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
両
市
町

が
よ
り
公
平
・
公
正
に
費
用
を
負
担
し
合

う
た
め
、
新
た
な
算
定
方
法
を
協
議
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
26
日
㈮
に
、

新
し
い
負
担
金
の
算
定
方
法
を
定
め
た
新

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

新
協
定
で
は
、
ご
み
処
理
に
係
る
経
常

的
な
経
費
（
施
設
運
営
負
担
金
）
を
引
き

続
き
負
担
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
新
施

設
の
整
備
に
係
る
投
資
的
な
経
費
（
施
設

整
備
負
担
金
）
を
支
出
す
る
方
法
に
改
め

ま
し
た
。
特
に
投
資
的
な
経
費
は
、
本
町

の
歳
出
の
中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
財
政
に
大
き
な
影

響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
他
の
事
業
の
見
直

し
等
を
行
い
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
単
純
な
話
で
あ
り
ま
す
が
、
ご

み
の
量
が
増
え
る
と
、
そ
の
処
理
費
用
は

増
え
ま
す
。
な
る
べ
く
ご
み
処
理
に
係
る

費
用
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
行
動
と
し
て
、
ご
み
の
も
と

に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
・
も
ら
わ
な
い

「
Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
：
断
る
）」、

不
要
と
な
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

「
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
発
生

抑
制
）」、
も
の
を
大
切
に
使
い
、
繰
り
返

し
・
長
く
使
う
「
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー

ス
：
再
利
用
）」、
も
の
を
修
理
し
て
長
く

使
う
「
Ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｉ
ｒ
（
リ
ペ
ア
：
修

理
）」、
資
源
と
な
る
も
の
を
正
し
く
分
別

し
、
回
収
場
所
に
出
す
「
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ

ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
生
利
用
）」
と

い
っ
た
５
つ
の
行
動
「
５
Ｒ
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

小
さ
な
行
動
で
も
、
そ
れ
が
積
み
重
な

る
と
大
き
な
結
果
と
し
て
表
れ
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
こ
う
し
た
意
識
を
持
っ

て
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ 4月1日から稼働している新ごみ焼却施設
　（鶴岡市宝田）
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の
３
つ
の
視
点
か
ら
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
」
…
図
書
と
の
コ
ラ
ボ
給
食
、
学
校
田
や
畑
で

の
米
・
野
菜
作
り
、
生
産
者
や
調
理
師
と

の
交
流
給
食
や
感
謝
の
会
、
町
の
特
産

品
を
活
用
し
た
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ

こ
と
、
自
分
た
ち
で
作
物
を
育
て
る
喜
び
、

食
材
・
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
食
事
を
通
し
て
豊
か
な
こ
こ

ろ
を
育
み
ま
す
。

「
か
ら
だ
」
…
授
業
参
観
を
利
用
し
た
親
子
食
育
教
室
や

６
年
生
が
行
う｢

子
ど
も
が
つ
く
る
お
弁

当
の
日｣

な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
食
べ
物

の
働
き
を
学
び
ま
す
。

｢

お
こ
な
い｣

…
児
童
会
の
給
食
委
員
会
が
行
う
「
お
は
し

選
手
権
」
や
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
縦
割

り
班
ご
と
の
給
食
な
ど
で
食
事
の
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
ま
す
。

☆
児
童
会
の
取
り
組
み

　

児
童
会
の
保
健
委
員
会
で
は
、
児
童
全
員
が
休
ま
ず
に

学
校
に
来
た
日
を
「
健
康
記
念
日
」
と
す
る
活
動
や
、
体

に
関
す
る
問
題
な
ど
を
縦
割
り
班
で
解
い
て
回
る
健
康

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
行
う｢

押
切
ふ
れ
あ
い
ウ
ィ
ー
ク｣

は
、

各
家
庭
で
児
童
と
保
護
者
の
約
束
ご
と
を
決
め
て
、
児
童

の
生
活
習
慣
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
控

え
る
セ
ー
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
時
間
に
は
、
積
極
的
に
読
書
を
す

る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
、｢

あ
い
さ
つ｣

｢

返
事｣
｢

学
習
習
慣｣

な
ど
、
日
常
生
活
に
よ
り
直
結
し

た
凡
事
徹
底
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

俳
　
壇

老
妻
と
主
な
き
夜
や
雛
か
ざ
り

佐
藤　

誠
爾

寒
き
日
に
ぬ
く
さ
求
め
て
生
き
る
な
り

土
田　
　

秀

啓
蟄
や
笹
巻
き
届
く
春
の
日
に

佐
藤　
　

頴

雛
か
ざ
る
亡
母
の
姿
の
優
し
さ
や

飯
野　

藤
子

伐
採
の
切
口
白
く
春
の
月

春
山　

夏
海

薮
椿
一
輪
に
宿
る
紅
の
色

庄
野
す
み
れ

幼
子
の
指
よ
り
渡
る
春
の
花

小
林　
　

裕

梅
祭
り
オ
カ
メ
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
踊
り
出
す

工
藤
ひ
ろ
し

歌
　
壇

桜
咲
く
友
と
の
花
見
嬉
し
く
て
心
は
ず
む
日
々
思
い
出
し
お
り

土
田　
　

秀

隊
伍
組
み
北
へ
向
ひ
し
白
鳥
に
達
者
で
す
ご
せ
と
声
掛
け
送
る

五
十
嵐
松
男

漸
く
に
寒
さ
薄
れ
し
春
彼
岸
墓
前
に
そ
な
へ
る
花
を
選
び
ぬ

齋
藤
与
次
雄

空
模
様
あ
や
し
く
な
り
ぬ
夕
つ
方
あ
か
き
椿
の
一
輪
咲
き
て

佐
藤　
　

頴

ク
ロ
ッ
カ
ス
川
風
受
け
て
岸
に
咲
き
朝
日
に
開
き
夕
べ
に
閉
じ
る

佐
藤　

博
政

冬
凪
の
一ひ

と
ひ日
待
ち
わ
び
い
か
釣
り
へ
沖
漬
け
つ
く
る
と
小
波
渡
の
海
に

齋
藤　

久
繁

冬
過
ぎ
て
や
よ
い
三
月
花
開
き
水
仙
・
梅
の
匂
に
憩
ふ

前
田
キ
ヌ
エ

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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　4月4日㈰、役場で今年度の三川町消防団の辞
令交付式が行われました。式では大滝勝弥団長
が昇任した幹部に辞令を交付し、年度初めにあ
たっての訓示を述べました。今年度は団長以下
270人の体制で、町の防災に全力で取り組むこ
とを幹部一同で確認しました。
　消防団でも、訓練機会の減少や式典の規模縮
小など、新型コロナウイルスの影響を受けてい
るところですが、住民の安全を守るため、対策
を万全にしながら訓練等を行う予定です。

　袖東公園のバリアフリー化工事を実施し、駐車
場から公園までの段差をなくしたことでアクセス
しやすくなったほか、バリアフリーに対応したト
イレを新設しました。
　また、駐車場に設置した車止めには、町PRキャ
ラクター「みかわん」や、中高生ボランティアサー

クル来
らい

夢
む

来
らい

人
と

の皆さんがデザインを考案・
制作したイラストを採用しています。
　町民同士の交流の場・憩いの場と
して利用しやすくなった袖東公園
をぜひご利用ください。

6人の新入団員が入団

三川町消防団
辞令交付式

バリアフリー化工事を実施

袖東公園が利用しやすく
なりました

4/4
(日)

　4月1日㈭、三川りっしょう子ども園（守山正
純園長）が三本木地内に開園しました。
　同園は幼保連携型認定こども園で、0歳児から
5歳児まで60人の園児を受け入れることができ
ます。
　4月5日㈪には、入園式が行われ、34人の園児
が真新しい園舎での生活をスタートさせ
ました。　
　守山園長からは「三川の子ども
たちのために職員一同精進したい」
とごあいさつをいただきました。

3/29
(月)

まちかど写真館

　4月7日㈬、JAバンクが行う食農教育応援事
業の一環として、町教育委員会に補助教材本
「農業とわたしたちのくらし」が寄贈され、贈呈
式が行われました。
　本町の教育では、各小学校での農業体験や、
町の農業について解説した副読本を活用した社
会科の授業など、農業を知ってもらう機会を多
く取り入れています。こうした機会と併せて補
助教材本を活用した授業を展開し、児童たちの
関心が高まるよう取り組んでいきます。

農業への理解を深めて

JAバンクが小学校に
補助教材本を寄贈

4/7
(水)

4/1
(木)

クル来夢
制作したイラストを採用しています。
　町民同士の交流の場・憩いの場と
して利用しやすくなった袖東公園

6人の新入団員が入団

三川町消防団
辞令交付式

が真新しい園舎での生活をスタートさせ

　守山園長からは「三川の子ども

JAバンクが小学校に

まちかど

社会福祉法人立正会（鶴岡市）が整備・運営

三川りっしょう子ども園が
開園

写真館

　4月1日㈭、三川りっしょう子ども園（守山正
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三川町地域包括支援センター事業のご案内
　ここでは、三川町地域包括支援センターで行っている認知症に関する2つの事業を紹介します。

専門員がサポートします 

認知症初期集中支援チームの訪問
　この事業は、委託医療機関である三川病院の医師、看護師、精神保健福祉士等でチームを設置し、チー
ム員による訪問や継続的なサポートを行います。認知症になっても早期診断・早期対応することで、住み慣
れた地域で、できるだけその人らしく生活できるよう、本人やその家族に支援を行うものです。
　専門職のチームによる支援で、適切な医療や介護サービスの利用につながるまでの支援となります。利用
料は無料です。困ったことについては気軽にご相談ください。
内　容
　認知症の知識を持つ専門員が認知症または認知症が疑われる方の自宅を訪問し、専門医療機関の受診、
介護サービスに関する説明や利用支援、認知症の状態に応じた助言等を行います。期間は、医療や介護サー
ビスによる安定的な支援に移行するまでの間で、概ね6カ月以内とします。
○自宅への訪問
　町の地域包括支援センターから連絡を受けた三川病院のチーム員2人が自宅を訪問し、本人や家族から認
知症の症状や困っていること等についてお聞きします。
○支援方針に沿ったサポート（継続訪問）
　初回訪問の結果をもとに支援方針を決定し、本人の症状や家族の状況にあった継続的な支援を行います。
対象となる方
　自宅で生活している40歳以上の方で認知症または認知症が疑われる方で、次のいずれかに該当する方
　①医療サービス、介護サービスを受けていない方、または中断している方
　・認知症の臨床診断を受けていない、または中断している
　・継続的な医療サービスを受けていない
　・適切な介護サービスに結びついていない
　②�医療サービス、介護サービスは受けているが、認知症による症状が強く、
　　どのように対応してよいのか困っている方

正しく認知症を学ぼう 

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症
の方や家族を温かく見守る応援者のことです。
　本町でも、認知症を正しく知ってもらうために認知症サ
ポーター養成講座を実施しており、受講を希望する団体等
を募集しています。講座は、町内会での健康まつりやサロン、
小学校の授業などの機会に開催しています。　
　身近なグループで認知症について一緒に学び、理解を深
めましょう。
○開催時期　5月～令和4年3月
○時　　間　約1時間～1時間半
○内　　容　�「認知症とは」「認知症の方への接し方」など

の講話、寸劇・紙芝居等による説明
○問合せ先　三川町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎35－7031
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注意すること 金属やビニールは取り除いてから出してください。

○ペットボトルのふた
回収したふたは「エコキャップ」として「世界の

子どもにワクチンを�日本委員会」に寄附（令和2
年度実績：30⓽．1㎏（約77人分のポリオワクチン
相当））しており、発展途上国でワクチンを必要と
する子どもたちへのワクチン購入費などに活用され
ています。役場建設環境課でも回収しています。
注意すること
シールなどは剥がし、アルミや鉄などの金属類
が混入しないようにしてください。

　皆さまの身近にある「雑がみ」や「ペットボトルのふた」は、リサイクル（再資源化・再利用）できる貴重な
資源です。ごみとして捨てずに、各町内会や子ども会などが実施する資源回収や、三川町公民館前に設置し
ている資源リサイクルステーションへの持ち込みにご協力をお願いします。
○雑がみ

【ごみ収集量実績】
3月収集量

R2年度（R元年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み 134.47t（121.00t） 11.13％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 4.60t（3.32t） 3⓼.55％
び ん ・ 缶 � 4.50t（4.3⓼t） 2.74％
金 属 ・ そ の 他 � 3.40t（2.31t） 47.1⓽％
廃蛍光管・廃乾電池等 � 0.1⓼t（0.1⓽t） ▲5.26％

合　　　計 147.15t（131.20t） 12.16％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－7036

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

　   のある紙製容器
包装の箱や袋、ティッ
シュペーパーの箱、
お菓子の箱、パンフ
レットやカレンダー、
包装紙や紙袋、封筒
やはがきなど

雑がみは段ボールなどに
リサイクルされます

資源リサイクルステーションは毎週
日曜日の午前中に開設しています

【今月のテーマ】
～資源のリサイクルは、ワクチンの
購入等に活用されています～

■
鶴
岡
市

あ
つ
み
温
泉
せ
せ
ら
ぎ
夜
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
21
日
㈬
〜
23
日
㈮

○
時　

間　

午
後
４
時
〜
９
時

○
会　

場

あ
つ
み
温
泉
街（
鶴
岡
市
湯
温
海
）

○
駐
車
場

温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

○
内　

容　

お
祭
り
屋
台
、
熊
野
神
社
獅

子
舞
、
念
珠
関
辨
天
太
鼓
、
花
笠
（
参

加
型
）、
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ほ
か

○
問
合
せ
先　

あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
―
３
５
４
７

下
田
沢
か
た
く
り
園
開
園

　

赤
川
の
清
流
に
架
か
る
つ
り
橋
を
渡
っ

た
先
に
、
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
県
内
で
も

有
数
の
広
さ
を
誇
る
か
た
く
り
園
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
見
頃
を
迎
え
る
と
園
内

は
紫
色
の
か
れ
ん
な
か
た
く
り
の
花
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
里
山
に
春
を
告

げ
る
か
た
く
り
の
花
を
見
に
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
期　

間　

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

○
会　

場

下
田
沢
か
た
く
り
園（
鶴
岡
市
下
田
沢
）

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
朝
日
庁
舎
産
業
建

設
課

☎
53
―
２
１
２
０

■
酒
田
市

酒
田
日
和
山
公
園
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
1⓼
日
㈰
ま
で

○
会　

場

日
和
山
公
園（
酒
田
市
南
新
町
）

○
駐
車
場　

日
和
山
公
園
第
１
〜
３
駐
車

場
、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車
場

○
内　

容　

千
石
船
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
ま
で
）

※
露
店
の
出
店
、
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
園
内
で
の
飲
酒
を
伴
う
宴
会
な

ど
は
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

酒
田
市
役
所
交
流
観
光
課

　

観
光
戦
略
係　
　

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
５
９

■
庄
内
町

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川
へ
遊
び
に
出
か
け
よ
う
！

「
春
の
フ
ァ
ン
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」
開
催
中

　

庄
内
町
に
お
住
い
の
方
以
外
も
、
期
間

中
は
お
得
な
町
民
料
金
で
利
用
で
き
ま
す

（
対
象
カ
ー
ト
：
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ト
、
レ

ジ
ャ
ー
カ
ー
ト
。
コ
ー
ス
占
用
の
場
合
を

除
く
）。

○
期　

間　

４
月
1⓼
日
㈰
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
問
合
せ
先　

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川

（
庄
内
町
連
枝
字
新
割
）

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
２
８
２
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を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
決
済
ア
プ
リ

・
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
（
請
求
書
支
払
い
）

・
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
（
請
求
書
支
払

い
）

○
利
用
方
法

①
決
済
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル

②
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
納
付
書
に
記
載
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

○
対
象
の
町
税
・
料
金
等

◆
町
税　

個
人
町
民
税
・
県
民
税
（
普
通

徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税

※
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
決
済
ア

プ
リ
で
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
料
金
等　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴

収
）、
保
育
所
保
育
料
、
幼
稚
園
保
育

料
、
町
営
住
宅
使
用
料
、
上
下
水
道
料

金
○
注
意
事
項

次
の
場
合
は
決
済
ア
プ
リ
で
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

・
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の
（
上
下
水
道
料
金
（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
の
場

合
）
は
５
万
円
以
上
）

・
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
無
い
納
付
書

・
破
れ
た
り
、
汚
れ
た
り
し
て
バ
ー
コ
ー

ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

・
納
付
書
に
記
載
の
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

○
問
合
せ
先

◆
町
税
等
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
会
計
課
出
納
係☎

35
―
７
０
３
７

◆
上
下
水
道
料
金
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

鶴
岡
市
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー

☎
23
―
７
６
０
９

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

４
月
中
旬
に
今
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
車
両

軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

◆
税
の
口
座
振
替

税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
役
場
町
民
課
ま

た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
手
続
き
で

き
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
方
の
納
税
証
明
書

５
月
中
旬
に
納
税
証
明
書
を
郵
送
し
ま

す
。
送
付
前
に
車
検
等
で
納
税
証
明
書

が
必
要
な
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
税
務
係

☎
35
―
７
０
２
６
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菜
の
花
ま
つ
り
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
５
月
５
日
（
祝
）
に
開
催
し
て
い

る
菜
の
花
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年

に
続
き
今
年
度
も
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
菜
の
花
む
す
め
撮
影
会
、
菜
の

花
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
中
止
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
観
光
協
会

☎
66
―
４
６
５
６

「
Ｐペ

イ
ａｙ
Ｐペ

イ
ａｙ
」「
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐペ

イ
ａｙ
」

で
町
税
等
を
納
付
で
き
ま
す

　

本
町
で
は
、
納
付
者
の
利
便
性
の
向
上

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

　

運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
が
、
体
力
や

視
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
で
自
主
的
に
運

転
免
許
を
返
納
し
た
場
合
、
本
町
で
は
、

次
の
と
お
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
役
場
総
務
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

す
べ
て
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
町
民
の
方
（
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

が
過
ぎ
て
失
効
し
た
場
合
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
）

○
支
援
内
容

①
田
田
入
浴
回
数
券
（
12
回
分
）
ま
た
は

観
光
協
会
味
だ
よ
り
（
１
回
分
）
の
贈

呈
②
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
負
担

○
申
込
み
に
必
要
な
も
の

　

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知

書
（
①
②
）
、
運
転
経
歴
証
明
書
（
②
の

み
）
、
振
込
用
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
②
の
み
）

○
申
込
み
期
限　

全
て
の
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
後
１
年
以
内

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課

危
機
管
理
係

☎
35
―
７
０
１
０

町
か
ら
の
お
知
ら
せ



1₄

若
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
を
支
援
し
ま
す

　

若
者
が
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る
際
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者　

次
の
①
か
ら
③
の
項
目

全
て
を
満
た
す
方

①
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
補
助
金
の
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、
三

川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

③
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
２

月
2⓼
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
、
山
形
県
内

の
旅
券
取
扱
窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ

ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方

※
た
だ
し
、
記
載
事
項
変
更
旅
券
を
除
く
。

○
補
助
金
額　

５
，
０
０
０
円

○
補
助
対
象
人
数　

先
着
５
人
（
予
定
）

○
手
続
き
方
法　

申
請
書
（
兼
）
請
求
書

に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
（
顔
写
真
記

載
の
ペ
ー
ジ
と
発
行
官
庁
記
載
の
ペ
ー

ジ
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
に
発
行
さ
れ
、
山
形
県
内
の
旅
券
取

扱
窓
口
で
交
付
を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
の
方
も
補
助
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
補
助
対
象
者
の
要
件

な
ど
、
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
企
画
調
整
課
企
画

調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

個
人
情
報
保
護
と
情
報
公
開
の

実
施
状
況
の
お
知
ら
せ

◆
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状
況

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
個
人
情
報

保
護
に
係
る
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

・
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数　
　

０
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数　
　

０
件

・
個
人
情
報
是
正
申
出
件
数　
　

０
件

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
情
報
公
開

の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
情
報
公
開
請
求
件
数　
　
　
　

４
件

・
情
報
公
開
件
数　
　
　
　
　
　

４
件

・
情
報
非
公
開
件
数　
　
　
　
　

０
件

　
（
う
ち
該
当
情
報
な
し　
　
　

０
件
）

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
方
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
、

基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
障
害
の
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合

や
、
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
制
限

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
、
障
害
認
定
診
断

書
を
添
え
て
、
役
場
健
康
福
祉
課
に
申

請
が
必
要
で
す
。

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
係

☎
35
―
７
０
３
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請・受
け
取
り・

電
子
証
明
書
更
新
手
続
き
の
ご
案
内

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請
書
に
記
載

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
申
請
で
き

ま
す
。

②
郵
送
で
申
請

　

申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
り
付
け
て
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

③
役
場
町
民
課
住
民
係
で
申
請（
予
約
制
）

　

申
請
に
必
要
な
顔
写
真
は
手
続
き
時
に

無
料
で
お
撮
り
し
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
し
て

か
ら
発
行
ま
で
に
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
申
請
方
法
に
よ
っ
て
受
け
取

り
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

①
②
の
方
法
で
申
請
し
た
方

　

交
付
の
準
備
が
で
き
た
方
に
交
付
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
の
記
載
内
容

に
従
い
、
役
場
町
民
課
住
民
係
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
時
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

③
の
方
法
で
申
請
し
た
方

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
本
人
限
定
受

取
郵
便
で
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

○
電
子
証
明
書
の
更
新

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て

い
る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
５
年
で

す
。

　

有
効
期
限
を
迎
え
る
方
に
対
し
、
有
効

期
限
の
２
〜
３
カ
月
前
を
目
途
に
有
効
期

限
通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
通
知
書
の

記
載
内
容
に
従
い
、
役
場
町
民
課
住
民

係
で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
の
手
続
き
時
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
時
に
設
定

し
た
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。
不
明
な

場
合
は
、
手
続
き
時
に
申
し
出
く
だ
さ

い
。

○
窓
口
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
は
町
民
課
窓

口
の
業
務
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
（
最
終

受
付
時
間
午
後
６
時
）
、
受
け
取
り
、
電

子
証
明
書
の
更
新
の
手
続
き
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
窓
口
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き
を
ご
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TEL 0235-68-1600  http:www.aeon.jp/sc/mikawa/

ワゴンセール
～4月18日（日）
10：00～18：00

（最終日：17：00まで）

・似顔絵（２名まで）

サニープレイス

ローズエス

1F

玉姫殿★

アスビー

Eモール北側入口

グリーンパークス
トッピング

Ａ
Ｔ
Ｍ

パリミキ
L.O.H² クールカレアン

●営業日 毎週土曜、
　　　　 第1･3･5週目の火曜日
●営業時間 12：00～17：00

4月17日（土）4月17日（土）

心と体にやさしいおやつ Sunnyplace心と体にやさしいおやつ Sunnyplace
プチマルシェ開催

・米粉入りもっちり食パン
・米粉 100％のバニラシフォン
・焼き菓子

・デニムバッグ、小物
enju Rikko Sunnyplace

1F サニープレイス

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
や

手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
・
延
期

な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

1₅

Information

2021.4.15

希
望
の
方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
住

民
係
に
連
絡
の
上
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係

☎
35
―
７
０
２
５

東
北
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
東
北
Ｄ
Ｃ
）開
催
中

　

東
北
Ｄ
Ｃ
は
、
東
北
６
県
の
自
治
体
や

観
光
関
係
者
と
Ｊ
Ｒ
６
社
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
大
型
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、
各
県

の
力
を
か
け
合
わ
せ
て
東
北
の
大
き
な
力

に
し
、
東
北
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
東
北
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://

www.tohokukanko.jp/dc/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
期　

間　

９
月
30
日
㈭
ま
で

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課
商
工

観
光
係

☎
35
―
７
０
１
５

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日　

時　

５
月
７
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

○
定　

員　

先
着
６
人

○
内　

容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
相
談
員　

尾
形　

稔
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日　

４
月
23
日
㈮　

午
前

8
時
30
分
〜

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
問
合
せ
先　

酒
田
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

エ
ン
ジ
ョ
イ
金
峯
山
登
山

○
日　

時　

５
月
14
日
㈮　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
定　

員　

先
着
20
人

○
参
加
費

20
円
（
保
険
代
）

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
11
日
㈫
ま
で

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://w

w
w
.

asoviva-p.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

金
峰
少
年
自
然
の
家
（
鶴
岡
市
高
坂
）

☎
24
―
２
４
０
０

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

○
日　

時　

５
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分　

○
会　

場　

鶴
岡
市
消
防
本
部
（
鶴
岡
市

美
咲
町
）

○
内　

容　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

（
普
通
救
命
講
習
Ｉ
）

○
定　

員

20
人

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

○
申
込
み
期
間

４
月
1⓼
日
㈰
〜
５
月
９
日
㈰

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
消
防
署

☎
22
―
８
３
３
１

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度・各
種
登
記
の

手
続
き
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　

法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
や
預
金
の
相
続

の
際
に
利
用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
」
の
写
し
を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
覧
図
は
、
申
請
さ
れ
る
方
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を

登
録
し
、
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
証
明
の
手
続
き
や
、
相
続
登
記
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
登
記
の
手
続
き
は
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
の
無
い
よ
う
事
前
予
約
制

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
希
望
さ
れ

る
方
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://

h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.go

.jp
/

yam
agata/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○
予
約
・
問
合
せ
先　

山
形
地
方
法
務
局

鶴
岡
支
局

☎
22
―
１
０
０
３

観
光
係

☎
35

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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大瀧  しのぶ
（雅号：黎光）

三川町東沼在住
13歳・8歳・6歳の
ママです

080-1859-0117

★ご入会の方に★

お習字道具
プレゼント

見学・
お問い合わせ

お気軽に
どうぞ

大 瀧 習 字 教 室

★ご入会の方に★
★ご入会の方に★
★ご入会の方に★
★ご入会の方に★
★ご入会の方に★
★ご入会の方に★

お習字教室へ行こう!
キャンペーン実施中

習字の楽しさを一人でも
多くの人に伝えたい。
そんな想いで楽しく

指導しています。

れいこう

場所 みかわ会館
（みかわ郵便局向い）

日時 水曜日 15:00～18:30
木曜日 16:00～18:30
土曜日 9:00～11:00
　　　 14:00～16:00 NEW

13歳・8歳・6歳の

InstagramLINE＠

お問い合わせは LINE＠からも

スマホで教室の様子がご覧になれます !!
「大瀧習字教室」で検索 !
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表・紙・の・写・真

町立小・中学校で入学式
　表紙の写真は、4月 ⓼日㈭に東郷小学校の
校庭で撮影したものです。
　この日は町立小・中学校で入学式が行われ
ました。17人の新入生が入学した東郷小学校
では、ピカピカのランドセルを背負った新入生
が元気よく登校し、親子で写真撮影をする光景
が見られました。
　例年よりも桜の開花が早かった今年は、校
庭に咲いた桜が、入学式という新入生の晴れ
舞台に華を添えてくれました。

○�協賛店で子育て世帯がパスポートを提示す
ると、各種割引・優待サービスや乳幼児連
れの外出支援・応援サービス等を受けるこ
とができます。右上のステッカーを掲示し
ている店舗で使えます。
○�パスポートの交付対象は、「1⓼歳未満の子
どもまたは妊婦のいる家庭」です。
○�電子画像は、県ホームページか
ら専用の申請フォームにアクセ
スしてお使いのスマートフォン
に保存または印刷してお使いく
ださい。
※パスワード入力が必要です。
※�パスワードは、対象者に市町村窓口で配布
するチラシに記載されています。
○�電子画像を利用できない家庭には、役場健
康福祉課�家庭支援係（☎ 35－1707）で紙の
パスポートを配布しています。
※��詳しくはホームページをご覧く
　ださい。→
○問合せ先
　山形県しあわせ子育て政策課
　　　　　�　☎023－630－266⓼

やまがた子育て応援パスポート
電子画像のダウンロードは
お済ですか？

広告募集中
　申込方法や掲載料に
ついてなど、詳しくは
ホームページをご覧い
ただくか、
お問合せ
ください。
○問合せ先
　役場企画調整課
　企画調整係

☎35－7013
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○
定

　員

90
人

○
申
込
み
期
間
　
５
月
14
日
㈭
〜
21
日
㈭

※
受
講
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防
署

お
よ
び
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

　
　
　☎
０
２
３
―
６
２
９
―
８
４
７
７

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
５
月
中
旬
に
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
と
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し

第
４
次
三
川
町
総
合
計
画（
案
）へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
（
案
）
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
５
月
７
日
㈭
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先
　
役
場
企
画
調
整
課
企
画

調
整
係
　
　
　
　
　
☎
35
―
７
０
１
３

大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
童
謡
が
彩
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」

○
日

　時
　
５
月
27
日
㈬
、
29
日
㈮

〈広告の規格〉

1種広告

〈広告の規格〉

3種広告

〈広告の規格〉

2種広告
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ご寄附ありがとうございました

ふるさと応援寄附金ありがとうございました

△ 人口の動き 

△

（令和3年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,361人（減20人）　男3,606人（減7人）　女3,755人（減13人）
　増減の内訳　・転入38人・転出▲49人・出生8人・死亡▲17人
■世帯数／2,460戸（減1戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から25年前の平成⓼年4月
に発行された広報です。表紙の写真は、押切保育園の入園式
の様子です。
　本町にはもともと横山・東郷・押切の各地区に町立保育園
があり、各地区それぞれで特色のある保育を行っていました
が、平成13年度に3地区の園を統合し、みかわ保育園・幼稚
園が開園しました。また、現在では平成21年度にいのこ保
育園、今年度は三川りっしょう子ども園が新たに開園するな
ど、町内には民間の園も増えてきています。
　今後は、公立と民間の3園が連携を図りながら、時代の流
れとともに多様化する保育ニーズに対応していきます。

【平成₈年₃月末日現在の総人口：₈，₃₀₃人】

あの頃のみかわ
今から25年前のみかわ 【平成8年（1996年）4月】

　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。
折原　珉右衛門様（押切中町）
吉村　俊子様（猪子）

令和₃年₃月届出 （敬称略）
佐藤　　積（₉₆歳） 天 神 堂
鈴木ふじ子（１００歳） 押切下町
佐藤　保雄（₇₈歳） 猪　　子
沓澤　　女（₉1歳） なの花荘
山口　幸子（₉₂歳） 加　　沼
奥田　雪子（₉₅歳） 横　　川
南葉　榮一（₉₀歳） 成田新田
山口　多紀（₅₃歳） 横 山 中
石川　秀子（₈₈歳） 横　　川

菅原八重子（₉₂歳） 押切下町
小花おいく（₉₄歳） 横　　川
前田　怜治（₈₀歳） 猪　　子
飯田　イク（₉₈歳） 横 山 下
佐藤　久治（₈₉歳） 助　　川
加藤　　芳（₆₈歳） 押切中町
加藤さくめ（₈₈歳） 対　　馬
伊藤　とし（₉₃歳） 横 山 上

3月分　1,501人
　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

新規採用職員紹介

髙
たかはし

橋 愛
あ や み

実
（袖東町）
町民課�住民係

瀬
せ お

尾 菜
な ほ

穂
（鶴岡市）

健康福祉課�健康係�保健師

星
ほし

　　貴
た か と

登
（酒田市）

健康福祉課�健康係
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▲ 今後の伊藤さんの動向は
ブログ・SNSをチェック！

　

３
年
前
、
三
川
町
初
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
い
う
こ
と
で
、
お
会
い
す
る
皆
さ

ま
か
ら
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く

感
じ
た
の
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
し
ま
す
。
三
川
町
で
の
生
活
は
、
人
と

人
の
距
離
が
近
く
、
お
い
し
い
食
材
や
豊

か
な
自
然
環
境
も
あ
り
、
心
身
と
も
に
充

実
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
協
力
隊
と
し
て
「
み
か
わ
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
」
で
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
活
動
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
や
り
が
い
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し

た
。
皆
さ
ま
か
ら
は
あ
た
た
か
く
活
動
を

見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
３
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
引
き
続

き
庄
内
地
方
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
ジ

オ
を
通
じ
た
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
き
ま

す
。「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
」
で
三
川

町
の
交
流
人
口
を
さ
ら
に
増
や
し
、
賑
わ

い
を
生
み
出
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最終回

地域資源の
掘り起こし
　地域の資源を活用した
交流の場づくりとして、
昨年度に赤川でのカヌー
ツーリングを実施。今後
もこうした活動ができな
いか、検討しています。

▲ はじめての赤川カヌーツーリング
　（令和 2年 10月）

学びBAR
　「地域交流×生涯学習」
をテーマに行ったイベン
ト「学びBAR」では、毎回
さまざまな分野で活躍さ
れている方を講師に招き、
町内外の参加者と共に交
流を深めました。

▲ 芥川賞作家羽田圭介さんを招いて
トークライブを開催（令和元年 9月）

「町おこし」につながるさまざまなイベントを企画し、
町内外を問わず、多くの方々との交流を図りました。

移 住
　移住希望者向けの相談
会やオンラインセミナー
に積極的に参加。自身も
都市部から地方への移住
者として体験談を語った
り、移住希望者へのアド
バイスを行ったりしまし
た。

▲ 東京都で行われた山形暮らし大相談会
（令和元年 12月）

SNS
　個人と町観光協会の
SNS（インスタグラム、
フェイスブック、ツイッ
ター）を活用して、町の
話題や日常の出来事など、
さまざま情報を発信しま
した。

▲「三川ポーズ」で写真撮影が恒例に

ブログ
　自身のブログやメディ
アへの寄稿で三川町を中
心にヒト・モノ・コトを
発信。特に「ヒト」を紹介
するブログの記事「ミカ
ワビト」では、計17人に
インタビューを行いまし
た。 ▲伊藤さんのブログ

ラジオ
　酒田ハーバーラジオ、
エフエム山形の計3番組
に出演し、地域の話題を
発信。
　酒田市の地域おこし協
力隊と共に行う「庄内もっ
けだレディオ!」の放送は
100回を超えました。 ▲庄内もっけだレディオ収録中の様子

主な活動 ❷
イベント
企画・運営

主な活動 ❶

情報発信 広報みかわへのコラムの連載のほか、
さまざまな媒体で町の話題をPRしました。

　平成30年5月から本町の地域おこし協力隊として活動してきた伊藤秀和さ
んが4月末をもって退任します。本町初の地域おこし協力隊となった伊藤さ
んは町のPRのほか、個人としても町の情報発信やイベントの企画運営などに
取り組みました。これまで伊藤さんが行ってきた主な活動を振り返ります。

伊藤さんの活動を
振り返ります! 三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん三川町地域おこし協力隊　伊藤秀和さん

3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!3年間ありがとう!


